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卒業必修 保育士必修 幼稚園教諭必修 選択 

授業科目名： 

子どもと環境 

ナンバリング：2322 

教員の免許状／保育士資格 
取得のための必修科目 

単位数：1単位 
（半期）演習 

担当教員名： 
持田京子、布施由起、 
小礒伸一、後藤雅浩 

担当形態：オムニバス 
科 目／系 列 領域及び保育内容の指導法に関する科目 

／保育の内容・方法に関する科目 

施行規則に定める 
科目区分又は事項等 
／教科目 

領域に関する専門的事項 
・環境 
／保育内容の理解と方法 

授業の到達目標及びテーマ  
1.領域「環境」のねらい及び内容を理解し、子どもと環境の意義と重要性が理解できる。 
2.様々な環境（人的環境・物的環境・社会的環境など）について理解し、子どもを取り巻く 
環境の現状を知り、適切な環境について考えることができる。 

3.生物や自然との関わりの事象に対する子どもの興味・関心の発達について説明できる。 
授業の概要 
領域「環境」の指導で必要となる感性を養い、子どもと環境との関わりの発達について学ぶ

。子どもを取り巻く環境の現状や課題を理解し、適切な環境について考えることができるよう
にする。 

授業計画 
第１回：オリエンテーション          （担当：持田） 
第２回：領域「環境」のねらいと内容      （担当：持田） 
第３回：子どもにとっての人的環境・物的環境  （担当：持田） 
第４回：子どもにとっての社会的環境      （担当：布施） 
第５回：子どもの発達と環境との関わり（心理学的観点から） 

（担当：布施） 
第６回：子どもの発達と環境との関わり（認知的観点から） 

（担当：布施） 
第７回：現代社会の子どもを取り巻く環境とその課題 

（担当：持田） 
第８回：現代社会の子どもを取り巻く環境とその課題 
              （グループワーク）（担当：持田） 
第９回：現代社会の子どもを取り巻く環境とその課題 
               （グループ発表）（担当：持田） 
第１０回：子どもと生物・自然との関わり 

（植物・動物の不思議）（担当：小礒） 
第１１回：子どもと生物・自然との関わり（自然物の遊び） 

（担当：小礒） 
第１２回：子どもと生物・自然との関わり（植物の栽培） 

（担当：小礒） 
第１３回：子どもと生物・自然との関わり（生物の飼育） 

（担当：後藤） 
第１４回：子どもと生物・自然との関わり（自然体験） 

（担当：後藤） 
第１５回：まとめ               （担当：持田） 
定期試験：レポート 

授業時間外の学習 
 
・毎回の課題の予習と復習 
 (1 時間) 
・次週のテーマについての 
調べ学習 (1 時間) 
 

 
 
 
グループワークの準備とまと
め(1 時間) 
 
グループ発表の準備(1時間) 
 

授業の方法 講義と演習 
テキスト  
『幼稚園教育要領』(最新版)、 『保育所保育指針』(最新版) 
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』(最新版) 
『保育実践に生かす保育内容「環境」』著者 上田修 保育出版社 

参考書・参考資料等  
『農と都市近郊の田園暮らし』後藤 雅浩著 毎日新聞社 
必要に応じて図書館で植物図鑑や動物図鑑を調べる。 

学生に対する評価  
提出物や口頭発表（30％）、栽培や飼育などの参加態度（20％）、定期試験（50％）を判断して評価する。 

履修上の注意 
子どもを取り巻く様々な環境に興味・関心をもって取り組むこと。 

実務経験の有無 有 実務経験 持田：元幼稚園教諭、保育所巡回指導員 

実務経験を活かした教育内容 
持田：幼稚園勤務の経験、現在に至る公立保育所、私立保育園の巡回指導の経験を活かして、保育者に
求められる基礎的な知識と技術、現代社会における保育士の課題、クラスづくりなどを「環境」を視点
として学生が具体的に考え、実践、評価できる授業を行う。 
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卒業必修 保育士必修 幼稚園教諭必修 選択 

授業科目名： 

乳児保育Ⅰ 

ナンバリング：2312 

保育士資格取得のための 
必修科目 

単位数：2単位 
（半期）講義 

担当教員名：加藤房江 

担当形態：単独 

系 列 保育の内容・方法に関する科目 

教科目 乳児保育Ⅰ 

授業の到達目標及びテーマ  

1.乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割等について理解できる。 

2.3歳未満児の発育・発達・保育内容や運営体制について、理解できる。 

3.乳児保育の職員間の連携・協働、保護者や地域の関係機関との連携、乳児保育の現状・ 

課題等を理解できる。 

授業の概要 

 乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割、乳児院等多様な保育の場における乳児保育の

現状・課題等を理解する。3歳未満児の発育・発達を踏まえた保育内容と運営体制について理解

や乳児保育における職員間の連携・協働及び保護者や地域の関係機関との連携について学び、

理解することも重要である。 

授業計画 

第１回：オリエンテーション、乳児保育の意義と目的 
第２回：乳児保育の歴史的変遷と役割・機能 
第３回：乳児保育における養護及び教育 
第４回：乳児保育及び子育て家庭への支援と課題 
第５回：保育所における乳児保育 
第６回：乳児院等保育所以外の児童福祉施設における乳児保育 
第７回：家庭的保育等における乳児保育 
第８回：3歳未満児や家庭を取り巻く環境と子育て支援の場 
第９回：3歳未満児児の生活と環境 
第１０回：3歳未満児の遊びと環境 
第１１回：3歳未満児の保育に移行する時期の保育 
第１２回：3歳未満児の発達・発育を踏まえた援助や関わり 
第１３回：3歳未満児の発達・発育を踏まえた保育における配慮 
第１４回：乳児保育における計画・記録・評価とその意義 
第１５回：職員間の連携・協働、保護者や地域の関係機関との連携 
定期試験：筆記 

授業時間外の学習 
 

予習、復習には 1～2時間程

度の時間が必要であり、テキ

ストを精読する。 

 

予習プリントの課題がある

場合は、事前に記入して、授

業に臨むこと。 

 

授業終了後は、１時間程度

の復習を行う。 

 

 

 

 

授業の方法  
 講義、ビデオを通して乳児保育の意義や歴史的変遷、乳児を取り巻く社会状況、保育の方法を理解す

る。小テスト等を行い学習の定着を図る。ロールプレイを通して能動的に実践することで、保育を構成

する力を身につける。 
テキスト 

 『見る・考える・創りだす「乳児保育Ⅰ･Ⅱ」』CHS子育て文化研究所 迫田圭子ら 萌文書林 

参考書・参考資料等  

 『平成29年度告示 幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園･教育保育要

領＜原本＞』内閣府・文部科学省・厚生労働省 チャイルド社 

学生に対する評価  
 試験(50％)、授業における参加意欲・発表(30％)、授業内提出物(20％)等で判断する。 
履修上の注意 
・保育士になるための大切な授業であり、自ら調べ積極的姿勢で学ぶこと。 
・グループワークや模擬保育は協力して行い、演習に必要な持参物品を忘れない。 
・受講にあたって、事前事後の学習を行い、積極的態度で授業に臨むことを期待する。 
実務経験の有無 有 実務経験 元保育士・元主任保育士 

実務経験を活かした教育内容 
 保育士の経験を活かし、実践で子どもとのかかわりに役立つ授業を行う。 

 



— 70 —



— 71 —



— 72 —



— 73 —



— 74 —



— 75 —



— 76 —



— 77 —



— 78 —



— 79 —



— 80 —



— 81 —



— 82 —



— 83 —



— 84 —



— 85 —



— 86 —



— 87 —



— 88 —



— 89 —



— 90 —



— 91 —



— 92 —



— 93 —



— 94 —



— 95 —



— 96 —



— 97 —



— 98 —



— 99 —



— 100 —





埼
玉
純
真
短
期
大
学

シ
　
ラ
　
バ
　
ス
　 

（ 

講
　
義
　
概
　
要 

）


